
平成25年度　環境目的及び目標一覧

1 今年度、事業予定なし

2 ◎

・自治会への回覧・配布文書
数の把握
各戸配布　[増]  2件　[減]5
件
全戸配布数56,000部×△3=
△168,000部
回覧板[増]11件[減]0件
回覧数8,300部×　11=
91,300部
・庁内への周知徹底により、
回 覧板は増えたが各戸配布
が3件減り、全体の部数は
減った。(追加配布は、緊急
等必要性が高い場合認め、な
るべく回覧板にするよう指
導)

3 ◎
・台風１８号による生活環境
関連の被害が各地で発生し、
その復旧が急がれている。

4 ◎

①リサイク回収時、立会うこ
とができないため、回収場所
に、チラシ等を貼っての啓発
を行なった。
②わがまち魅力アップ応援事
業について、適切に受付を行
なった。
③9月提出の自治会要望につ
いて取りまとめを行い、関係
課と調整を行った。
④窓口で転入手続された方
に、ゴミ回収についてのパン
フレットを渡し説明を行なっ
ている。

5 ◎

・ノー残業デー（毎週水曜
日）及び19（育児）の日（毎
月19日）のWeb21掲示板によ
る周知を行い、定時退庁を促
すことでエコオフィスの推進
に寄与した。
・クールビズを5月24日から
10月31日まで実施中。

6 ◎

7 ◎

                作成日　平成26年1月15日

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業

1 月2回の庁内への周
知徹底
2 配布数、回覧数の
変更報告受付
3 配布数、回覧数の
庁内周知徹底

◆ 無駄を排除した、適正回
覧数・配布数の的確な把握
と周知徹底の実施

市民参加・協
働推進課

効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

5-2
自治会関
連事務

環境にやさし
いまちづくり

主に自治会単位ごと
に環境保全活動を実
施。地区自治会連合
会等諸団体や行政と
連携して活動を推
進。

物的効果がすぐに現れるこ
とは、取り組む事業により
異なるが、市民の意識が環
境保全活動に向くことが目
標。

塩田地域自治
センター

・今年度事業予定な
し

・現行のまちづくり活動拠
点施設数　４箇所

市民参加・協
働推進課

自治会定期送達の
各課個別配布は、
極力広報うえだに
掲載し、各戸配布
を回覧にするよう
指導する。また、
必要回覧数と配布
数を常に把握、周
知徹底することに
よる無駄の排除。

5-2
地域環境
保全活動
の推進

自然環境の保
全と地域産業
との調和

塩田地域における
環境啓発の推進

5-2

まちづく
り活動拠
点施設整
備

環境にやさし
い地域をはぐ
くむ

地域全体での積極
的な環境保全を推
進するためのまち
づくり活動拠点施
設を設置し、市
民・地域のパート
ナーシップなどさ
まざまな地域社会
の連携体制を整備
する。

5-1

地域福祉
の調整及
び推進に
関するこ
と

環境教育の推
進

地域内の住民や各
種団体に向けた環
境啓発等の推進

①毎水曜日のリサイ
クル回収(ビン・缶)
時での啓発。
②地域協議会におけ
る地域(環境)課題に
対する対応。
　「わがまち魅力
アップ応援事業」の
受付
③自治会要望の取り
まとめと本庁との調
整(環境関連)
④窓口での転入者等
へのゴミ回収等の指
導

①リサイクル回収の回数
②環境活動や啓発の数等

川西地域自治
センター

人材開発課3-2
職員の管
理に関す
ること

エコオフィス
の推進

ノー残業デー、１
９（育児）の日、
クールビズの普及
促進によるエコオ
フィスの推進

・ノー残業デー（水
曜         日）
・19（育児）の日
（毎月19日）
・クールビズ（5月14
日～10月31日）

・実施状況の把握

○
環境啓発の実
施

環境啓発の実施

①広報うえだを活用
した環境啓発活動
②市公式ＨＰを活用
した環境啓発活動
③行政チャンネルを
活用した環境啓発活
動

①啓発記事のページ数
②環境関連記事へのアクセ
ス数
③環境啓発関係の番組数

広報情報

3-2
電子申請
の利用拡
大

エコオフィス
の推進

市民からの申請業
務及び内部業務で
の利用拡大

各課業務調査の実施
及び啓発

電子申請業務数　３９業務 広報情報

評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

8 ○

①地域映像コンテンツ作り
0作品
②HPアクセス数
72,517回
③VODアクセス数
93回
④出前上映会
7 回

9 ○

①来館者数     17,205人

②社会科見学    　　5校

10 ◎

11 ◎

・法人市民税の決算申告や中
間申告の際に事業所にeL-TAX
を利用するよう周知してい
る。
4月～8月のeLTAXサービスの
利用件数
　法人市民税　　　　1,408
件
  給与支払報告書外　28件
　償却資産　　　　　20件
　国税連携　　　　5,263件

12 ◎

本人通知制度実施に伴う、啓
発チラシ、住民票写・戸籍謄
抄本交付申請書の印刷に際
し、適正な数量の執行に努め
た。申請書は、既存用紙に追
加文言を再印刷し、有効利用
した。

13 ◎

14 ◎

15 ◎
一般環境は1月に測定を行う
予定。

                作成日　平成26年1月15日

税務業務
の効率的
運営

ｅＬ-ＴＡＸ
サービスの拡
充の取り組み
とエコオフィ
スの推進

ｅＬ-ＴＡＸサービ
スの拡充による業
務の改善及び市民
サービスの向上と
エコオフィスの推
進

　利用事業主、税理
士への通知の送付や
広報うえだ、市の
ホームページ・行政
チャンネル等を活用
したeL-TAXの利用推
進。

申告におけるeL-TAXサービ
スの利用件数割合
　法人市民税　  　　  50%
  給与支払報告書　　33%
　償却資産
12%

税務課

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

3-2 庁舎管理
地球温暖化対
策

地球を守る

・電気量の削減
・燃料使用量の削減
・コピーの使用枚数
の削減

・前年度の使用量より削減
公有財産管理
課

3-2
印刷物の
見直し

印刷物の数
量、印刷内容
の見直しによ
る環境負荷の
低減

印刷物の発注に
当っては、常に仕
様内容を検討す
る。

さわやかな空
気と静けさを
確保する

大気汚染の防止
大気汚染環境基準達
成度の公表

環境基準達成　100％ 生活環境課

市民課・各種印刷物の作成

・発注数量（概ね１年間の
必要量を発注する）
・紙面の有効活用（利用者
に分かりやすい紙面への工
夫を図る）

Ⅰ－1

大気汚染
環境基準
達成度の
公表

1-1

光化学オ
キシダン
ト環境基
準達成状
況

光化学オキシダント
環境基準達成状況

光化学オキシダント環境基
準達成状況を公表する。基
準超過日45日

生活環境課
さわやかな空
気と静けさを
確保する

大気汚染の防止

生活環境課1-1

一般地域
における
騒音調査
及び測定
（一般地
域騒音環
境基準達
成度）

さわやかな空
気と静けさを
確保する

騒音・振動・悪臭
の防止

一般地域における騒
音調査及び測定

一般環境について、市内１
１地点の騒音を調査測定
し、騒音の状況を調査す
る。環境基準達成率90％以
上

評
価
上半期の新緑状況

太陽光発
電による
環境への
配慮

太陽光発電に
よる環境への
配慮を来館者
に周知する

太陽光発電により
有害物質を排出し
ないクリーンなエ
ネルギーが供給で
きることを来館者
に周知する

当センターにある太
陽光発電の存在をパ
ネルにより来館者に
PRし、太陽光発電で
は有害物質を排出し
ないクリーンなエネ
ルギーが供給できる
ことを周知し、環境
への配慮を啓発する

①来館者数 36,000人以上
②社会科見学   10校以上

マルチメディ
ア情報セン
ター

地域映像
のデジタ
ル化

地域映像のデ
ジタル化によ
る自然環境保
護、歴史・文
化資源の保
全・活用を啓
発する

地域映像のデジタ
ル化による自然環
境保護、歴史・文
化資源の保全・活
用を啓発する

①地域映像をデジタ
ル化しコンテンツ作
りをする
②インターネット、
地域イントラネッ
ト、出前上映会にて
地域映像を情報発信
する

①地域映像コンテンツ作り
1作品以上
②HPアクセス数
150,000回以上
③VODアクセス数
300回以上
④出前上映会
24回以上

マルチメディ
ア情報セン
ター

コピー 9,644 10,168 524
電気 735,920 701,652 -34,268
都市ガス 12,613 11,783 -830
Ａ重油 16,000 18,000 2,000
軽油 7,499 7,275 -224
灯油 0 0 0
ガソリン 35,727 34,597 -1,130

上半期の使用量の比較
24年度 25年度 差引（25-24）



平成25年度　環境目的及び目標一覧

16 ◎
道路騒音は1月～2月にかけて
実施予定。

17 ◎ 10月に実施予定。

18 ◎

上田地域の補助実績は、9月
末現在5基となている。
上田5基、丸子2基、真田7
基、武石1基

19 ◎
河川の水質検査を予定どおり
実施。

20 ◎
地下水（井戸）の水質検査
は、11月に実施予定。

21 ◎

地下水（井戸）の水質検査
（低沸点有機塩素系化学物質
（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾁﾚﾝ、
1,1,1,-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ）を含む項
目）は、11月に実施予定。

22 ◎
ダイオキシン類測定を12月に
実施予定。

23 ◎
市全体で68自治会で実施。
参加人数　2,589人
駆除　　　3,086kg

24 ◎
予定どおり実施し、下半期に
県へ報告の予定。

                作成日　平成26年1月15日

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

1-1

道路交通
騒音調査
及び測定
（道路騒
音環境基
準達成
度）

さわやかな空
気と静けさを
確保する

騒音・振動・悪臭
の防止

道路騒音の常時監視
における騒音調査を
実施する。

測定を100％実施する。

Ⅰ－1

新幹線鉄
道騒音調
査及び測
定(新幹線
鉄道騒音
環境基準
達成度)

さわやかな空
気と静けさを
確保する

騒音・振動・悪臭
の防止

新幹線鉄道の騒音・
振動について調査、
測定を実施。測定予
定ヶ所2地点（下堀地
区）

100％実施する。 生活環境課

生活環境課

1-2

合併処理
浄化槽設
置整備事
業（合併
処理浄化
槽設置整
備事業実
施基数）

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

水質汚濁の低減
申請に対する補助金
の交付

合併処理浄化槽設置整備事
業での新設７基

生活環境課

1-2

河川水質
調査及び
検査（主
要河川の
ＢＯＤ環
境基準値
達成度）

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

水質汚濁の低減 生活環境課

市内の地下水（井戸
水）について、硝酸
性窒素及び亜硝酸性
窒素を含む水質検査
を実施する。

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒
素の基準値達成。

市内河川の調査地点
について、河川の状
況を把握するため水
質調査を実施する。
この結果は、環境レ
ポート等で公表して
いく。

毎月市内主要河川の水質検
査を実施し、計35地点の検
査により水質監視する。

1-2

地下水水
質調査及
び検査
（地下水
環境基準
達成度）

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

地下水汚染の防止

1-2

地下水水
質調査及
び検査
（地下水
質低沸点
有機塩素
系化学物
質の基準
値達成
度）

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

地下水汚染の防止

市内12地点の地下水
（井戸水）につい
て、年一回低沸点有
機塩素系化学物質（ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾁﾚ
ﾝ、1,1,1,-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀ
ﾝ）を含む項目を調
査。

低沸点有機塩素系化学物質
（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾁﾚﾝ、
1,1,1,-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ）の環境基
準値の達成。

生活環境課

生活環境課

1-3

ダイオキ
シン類の
環境汚染
調査（ダ
イオキシ
ン類環境
基準達成
率）

有害化学物質
による汚染を
未然に防止す
る

有害物質による汚
染の防止

年一回、一般環境大
気4ヶ所、河川4ヶ
所、土壌3ヶ所等につ
いて調査。

環境基準値達成。 生活環境課

持続可能な水環境
の保全

生活環境課Ⅱ－1

全市一斉
アレチウ
リ駆除の
実施

森や里山を守
り・親しむ

持続可能な森林・
里山の保全・整備

2-2

河川愛護
活動（河
川愛護団
体数）

水辺環境を守
り・親しむ

全市一斉アレチウリ
駆除の実施

全市一斉アレチウリ駆除日
の実施

河川愛護活動の実施
河川活動をした団体数　５
２団体

生活環境課

評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

34 ◎
9月末現在、14件の補助を実
施。

35 ◎
各自治会、市職員によるゴミ
ゼロ運動を予定通り実施し、
計14,988人が参加しました。

36 ◎
　駅前清掃の支援２回を実
施。10月に３回目を実施予
定。

37 ◎

１ 生ごみ堆肥化モデル事業
・小中学校6校、保育園1園
（新規）から生ごみを回収
し、試験施設で堆肥化
堆肥化実績　3.4ｔ（昨年度
同期より1.5ｔ増）

２ ごみ減量化機器等購入費
補助金
・広報うえだ等で補助制度を
周知
・補助助実績（容器、処理
機）147台※ 実績数値は9月
末現在

38 ◎

１ エコハウスの運営
・各種講座の開催、情報発信
（随時）
・6月から新たに「古着回
収」に着手
回収実績　7.15ｔ（9月末現
在）
２ ごみ減量アドバイザーの
活動
・啓発活動は随時実施
・ごみ減量化機器使用状況調
査を実施

39 ◎

　　６月に全入居者に送付し
た通知に、「節電、節水を呼
びける言葉」を刷り込み、環
境啓発に努めた。
　口座振替率については、入
居説明会の際に奨励を行った
結果、新規入居者は100%と
なった。全体では、9月末現
在87.0%である。

40 ◎

　前年よりは減っているが、
窓口対応としてコピーをせざ
る得ない状況があり、増加傾
向にあるため注意していきた
い。

41 ◎
各保育園・幼稚園で「ぱっく
ん」を活用して環境教育を
行っている。

                作成日　平成26年1月15日

うえだ環境市民会議
主催の駅前清掃の支
援

　駅前清掃の支援３回

雨水貯留施設設置費
補助

38件

生活環境課

・広報への掲載
・ゴミゼロ運動の実
施(県下一斉に年1回)
…地区別に4回に分け
て実施する

参加者人数　１０,０００人 生活環境課4-3
ごみゼロ
運動の参
加人数

調和のとれた
美しい景観を
保つ

地域美化活動を推
進します

5-2

うえだ環
境市民会
議主催の
駅前清掃
の支援

環境にやさし
い地域をはぐ
くむ

うえだ環境市民会
議を開催し、市
民、事業者、行政
とのパートナー
シップにより環境
改善活動を推進し
ます

生活環境課3-3
雨水貯留
槽補助

地域資源を有
効利用する

雨水貯留施設に関
する補助や情報提
供を進めます。

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

3-1
生ごみ堆
肥化事業

循環型社会の
形成に努める

廃棄物の減量・リ
サイクルの推進

①全入居者通知の機
会（年２回）に口座
振
　替利用の奨励と環
境啓発文を掲載

口座振替率　87.00％以上 住　宅　課

１　生ごみ堆肥化モ
デル事業

２　ごみ減量化機器
等購入費補助事業

１　モデル事業における生
ごみ処理量の拡大

２　ごみ減量化機器利用者
の増加

３　１人当たりのごみ排出
量の減少

廃棄物対策課

3-2
市営住宅
の管理

①環境負荷の
低減（口座振
替の推進、入
居者への環境
啓発）

１　エコ・ハウス来館者数
2,000人以上

２　エコストアの現状把握
3-1

市民協働
による環
境にやさ
しい地域
の創造

循環型社会の
形成に努め
る・環境にや
さしい人をは
ぐくむ

資源循環型社会の
形成に向けた意識
の高揚

事務事業の効率化
と環境啓発

１　エコ・ハウスの
運営

２　ごみ減量アドバ
イザーの活動

廃棄物対策課

国保年金課3-2

国民健康
保険、高
齢者医療
保険、国
民年金の
各事業全
般にわた
る事務事
業

エコオフィス
の徹底による
環境への配慮

節電、コピー用
紙、紙ごみの削減

コピー用紙の削減化
  ・裏紙、2in1コ
ピーの活用
  ・リサイクルの徹
底による可燃ごみ排
出の抑制

25年度のコピー枚数目標
108,000枚（23・24年度平均
値×99％）

5-1

環境にや
さしい保
育園づく
り

環境教育の推
進

保育園での環境教
育・環境活動を推
進し、環境に対す
る意識啓発を図る

「ぱっくん」を使
い、生ごみを土に還
す事を環境教育とし
て推進する。

搬出生ごみの減量
堆肥として菜園等での利用
園児・保護者が興味を示す
こと

保育課

評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

42 ◎

神科第一保育園建替事業の基
本設計において、太陽光発電
設備の設置方針を確認してい
る。今後の実施設計において
具体的な設置計画を盛り込
む。

43 ◎

・市広報により制度の周知を
図った。
・事業所訪問により、制度周
知を図った（22件）

44 ◎
・事業者訪問等で補助金利用
の案内を行った。（10件）

45 ◎

　平成25年度雇用促進室のエ
コオフィス環境目的として、
コピー用紙の削減及び可燃ご
みの減量の・エコドライブの
推進によるエコオフィスの推
進を環境目標として取組んで
まいりました。上半期の進捗
状況は、9月までのコピーの
使用枚数は11,200枚となり、
やや遅れとなっています。可
燃ごみ減量については、リサ
イクル化や分別を周知徹底
し、可燃ごみの減量に努めま
した。また、事業所訪問時等
の公用車使用時においてエコ
ドライブの推進に努めまし
た。

46 ◎

上半期（4月～8月）は、池波
正太郎生誕90年及び当館開館
15周年を記念した企画展を開
催したことで多くの入館者が
あった。
一人当りの電気量3.78kwhで
目標を達成。
【4月～8月】 入館者数
16,808人、電力使用総量
63,476kwh

47 ◎

48 ◎

49 ◎

                作成日　平成26年1月15日

農地の再生利用の促
進

補助金交付により再生が実
施される面積
２５年度目標 １０ha

農政課2-3
荒廃農地
の再活用

農地の保全・
活用

農地の保全・活用
を図る。

2-3

認定農業
者（担い
手）の確
保

農地の保全・
活用

担い手の確保によ
り農地の保全・活
用を図る。

担い手農家となる認
定農業者の更新と、
新規認定の促進

認定農業者数合計
２５年度目標 合計２４０経
営体

農政課

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

3-2
太陽光発
電設備の
設置

新エネルギー
事業の推進及
び環境教育の
推進

公共施設における
太陽光発電の導入
を促進し、併せて
環境意識の啓発を
治図る

保育施設の改築建替
えに伴う太陽光発電
設備設置を検討する

神科第一保育園建替事業の
実施設計において、具体的
な設置計画を盛り込む。

保育課

5-2

「国際規
格審査登
録事業」
助成金

環境にやさし
い地域を育む

ISO1400等をはじめ
とする国際規格の
取得に要した経費
を助成すること
で、市内事業者の
環境意識の向上を
醸成する。

補助制度により
ISO1400S等の国際規
格の
取得を支援する。

補助制度の利用実績

3-2

「新技術
等開発事
業」助成
金

廃棄物の減量
と資源再利用
の促進　エネ
ルギーの有効
利用

環境にやさしい
「新技術等の開
発」を行った業者
に対し応援しま
す。

事業者への補助事業
制度の周知を事業所
訪問で行う。

事業所訪問で説明20件
（制度の主旨・目的）

商工課

商工課

3-2
エコオ
フィスの
推進

温室効果ガス
排出の抑制

コピー用紙の節
減・可燃ごみの減
量・エコドライブ
の推進

①環境啓発に関する
ポスター等の掲示
②入館者増加によ
り、一人当りの光熱
水費の抑制
③光熱水費の節減
（節電の徹底、施設
内の適正な温度管
理）
④来館者向け環境啓
発の具体的取組み検
討

①②入館者数年間３万人以
上。一人当りの電気量５ｋ
ｗｈ以下。

コピー用紙の節減、
可燃ごみ減量及びエ
コドライブの推進

コピー用紙の使用枚数が、
前年度を下回るよう徹底す
る。
可燃ごみ減量及びエコドラ
イブについて、意識啓発を
進める。

雇用促進室

3-2

池波正太
郎真田太
平記館の
管理運営

①利用者への
環境啓発　②
エコオフィス
の推進(一人
当りの電気･
水道量等の削
減）

電気等の節減と入
館者数の増加(環境
啓発とエコオフィ
スの推進）

池波正太郎真
田太平記館

農政課2-3

担い手へ
の農地の
利用集積
による優
良農地の
確保

農地の保全・
活用

農地の保全・活用
を図る。

評
価
上半期の新緑状況

担い手農家への農地
の利用集積の促進

農用地流動化促進奨励金対
象面積
２５年度目標 80ha



平成25年度　環境目的及び目標一覧

50 ◎

51 ◎

　現在、市内全域の15団地、
面積205haについて山林所有
者の同意を得る作業等を行っ
ており、このうち1団地の
5.39haについて施業を完了し
ました。

52 ◎
9月末現在で4,989m3の処理を
実施。（目標値の70.7㌫）

53 ◎

県の定めた「松くい虫被害対
策としてのアカマツ林施業指
針」において、「6月から9月
までは、マツノマダラカミキ
リの活動時期であり、伐採を
伴う森林施業は行わないこ
と」とされているため、上半
期の実績は無い。

54 ◎ 上半期は特に要望なし。

55 ◎
H25.7.10～H25.7.26の17日
間、市役所1階ﾛﾋﾞｰにてﾎﾟｽﾀｰ
展示。

56 ◎

57 ◎
２５年９月末　放置自転車撤
去件数
１１８件

58 今年度、事業予定なし

59 ◎

　来年度（平成26年度）実施
計画において、新規路線の立
上げを目論見ましたが、事務
査定において、「項目計
上」、「項目削除」となり、
今年度の目標達成は厳しい状
況となりました。

                作成日　平成26年1月15日

森林整備課

新たな法人の設立へ
の支援

集落営農組織の法人化の検
討　２件

農政課

○松くい虫被害の拡
大を抑制するため、
被害木の被害木の全
量伐倒駆除の実施

○被害木7,060㎥の伐倒薬剤
処理

森林整備課

森林整備課

○森林の多面的機能
や公益性を維持する
ため、継続的な間伐
等の整備を行う。

○私有林間伐200haの実施

2-1

農業用用
水路の多
自然型水
路整備箇
所

自然・生き
物・人が共生
するまち

農業用用水路にお
いて、環境に配慮
した工法を推進し
ます。

地元への啓発活動
地元からの要望を受け、順
次整備を図る

土地改良課

2-1
樹種転換
事業

森や里山を守
り・親しむ

樹種転換により、
松林の保全を図
る。

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業

○アカマツ林を全て
伐採し広葉樹に植え
替えることにより、
松くい虫被害の拡大
を抑制を

○被害木10haの樹種転換の
実施

効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

2-3
農業法人
(担い手）
の確保

農地の保全・
活用

担い手となる農業
法人の確保により
農地の保全・活用
を図る。

2-1 造林事業
森や里山を守
り・親しむ

森林の育成・保全
を図る

2-1
松くい虫
防除対策
事業

森や里山を守
り・親しむ

松くい虫被害を防
除し、健全な松林
を育てる

地元との協働によ
り、市役所ロビーに
おいて、啓発ポス
ターを掲示。

ホタル水路に係る啓発活動 土地改良課2-2
多自然河
川整備状
況

自然・生き
物・人が共生
するまち

ホタル水路の環境
整備を図るととも
に、啓発活動に努
める。

1-1
市営駐車
場の管理
運営

環境にやさし
い都市基盤・
都市施設の整
備

パークアンドライ
ドを促進します。

快適に利用できる駐
車場の管理運営

市営駐車場駐車台数　　年
310,000台

管理課

放置禁止区域におけ
る警告書の貼付

放置自転車撤去件数　年400
台以下

土木課

管理課

実施
しない

電線共同
溝園長

放置自転
車の撤去
及び処分

環境にやさし
い都市基盤・
都市施設の整
備

上田駅周辺の放置
禁止区域における
自転車等の駐車を
なくします。

4-3

街路樹の植樹予定な
し

街路樹の整備が望まれる路
線立上げの検討

都市計画課4-3
景観形成
事業

緑あふれるま
ちをつくる

街路樹植樹事業

評
価
上半期の新緑状況

２５年９月末までの状況
台数

お城口駐車場 42,305

温泉口駐車場 14,237

お城口第二駐車場 94,166
計 150,708



平成25年度　環境目的及び目標一覧

60 ◎
4月から9月までの利用者数
2,092人

61 ◎
・申請件数8件
・生垣総延長97メートル
・交付決定額387,710円

62 ◎
・丸子地域においてアダプト
システム協定の検討をしてい
る団体が1団体あり。

63 ◎
・協定締結の誘導に向けた地
区を検討中。

64 ◎
・1回目の景観ウォッチング
を10月開催予定。

65 ○

・市民緑地広場整備について
は、建築本体工事が遅れる見
通しであることから、その進
捗状況を確認しながら年度内
発注に向け設計中。
・上田城跡公園バリアフリー
化については、当初予算分は
発注し、現在施工中。補正予
算分については、年内発注に
向け設計中。

66 ◎
・夏苗を6月に82,296本配
布。秋苗は10月に63,000本配
布の予定で準備中。

67 ◎

・花の種銀行の口座開設者数
は、9月末現在で784人。
・花づくり講習会は、5月、8
月に実施。

68 ◎
・里山整備ボランティアを、
5月から9月まで月1回の計5回
実施。

                作成日　平成26年1月15日

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

4-3

まちなか
レンタサ
イクル事
業

さわやかな空
気と静けさを
確保する

自転車を貸し出
し、自動車に頼ら
ない市街地移動を
推進する

上田駅周辺の放置自
転車を整備して貸し
出す。
貸出し可能自転車：
常時１５台

利用者数：２，５００人 都市計画課

・広報うえだ、行政
チャンネル等でのＰ
Ｒ
・補助件数１５件
（予定）

・補助金を出した生垣の延
長
　（本年度延長150ｍ）

4-3
景観形成
事業

調和のとれた
美しい景観を
保つ

生垣設置の補助を
行い、緑化の推進
を図ります

4-3
景観形成
事業

調和のとれた
美しい景観を
保つ

景観づくり市民団
体等の認定

景観づくり市民団体
及びアダプトシステ
ム協定締結団体等の
検討

景観づくり市民団体数、及
びアダプトシステム協定箇
所数（各１）

都市計画課

都市計画課

景観づくり協定締結
に向け地区の検討

認定数（１） 都市計画課4-3
景観形成
事業

調和のとれた
美しい景観を
保つ

景観づくり協定の
締結を推進し、優
れた街なみの形成
を図ります。

2-1
公園の建
設

緑あふれるま
ちをつくる

公園の整備を促進
する。

①-1　上田城跡公園
バリアフリー化工事
　　　園路舗装
L=400m
①-2　上田城跡公園
バリアフリー化工事
　　　園路舗装
L=300m
②　　市民緑地広場
整備工事

旧上田地域の一人当たり都
市公園面積を13.29㎡/人と
する。

公園緑地課

・花苗配布　135,000
本　①②

・地域自治会等に配布する
花苗本数（135,000本）

4-2

花と緑の
まちづく
り推進事
業の実施
（２）

緑あふれるま
ちをつくる

緑化の推進

4-2

花と緑の
まちづく
り推進事
業の実施
（１）

緑あふれるま
ちをつくる

緑化の推進

・花の種銀行　口座
開設者数 771人　①
・種から育てる花づ
くり講習会の開催3回
②③④

・花の種銀行会員数（延べ
口座開設者　775人）
・花づくり講習会　開催回
数　年間3回

公園緑地課

公園緑地課

4-2

緑地の保
全（染屋
台グリー
ンベルト
保全事
業）

緑あふれるま
ちをつくる

緑地の保全
里山整備ボランティ
ア　年6回

市街地近郊の貴重な自然環
境を形成している染屋台グ
リーンベルトを環境保全
（地球温暖化防止、ヒート
アイランド現象の緩和）の
面から積極的に保全をする
必要があることから、上記
事業を実施し、市民の理解
を深める。

公園緑地課

都市計画課4-3
景観形成
事業

調和のとれた
美しい景観を
保つ

市民・事業者に対
する景観づくりの
意識啓発をしま
す。

評
価
上半期の新緑状況

景観ウォッチングの
実施

景観ウォッチングの実施回
数（２回）



平成25年度　環境目的及び目標一覧

69 ◎

　10月からの運賃低減バスの
運行開始に向けて、市内全戸
にコミュニティバスを含めた
「上田市バスマップ」を全戸
配布し、利用促進に努めた。
　引き続き課題等の把握に努
めるとともに、利用啓発活動
を進めていく。

70 ◎

　別所線については、別所線
電車存続期成同盟会を中心と
した利用促進イベント等を開
催し、利用促進に努めた。
　しなの鉄道については、沿
線市町で構成するしなの鉄道
活性化協議会との連携によ
り、利用促進に資する事業を
実施した。

71 ◎

上半期において実施設計９件
及び工事４２件を発注し、環
境へ配慮した設計及び施工に
努めている。

72 ◎

・新任会計事務担当者研修会
１回実施（5/30）　参加者39
名
・財務会計システム研修会
１回実施（6/25）　参加者18
名
・財務会計事務担当者研修会
３回実施（7/29.・30）参加
者69名

73 ◎
・１０月に印刷する予定
　広告掲載については広告代
理店に依頼済

74 ◎

・10月19日に開催する「うえ
だ環境フェア」に出展するた
め、河川の汚染防止について
のパネルを新規に作成中
・11月頃に油流出事故防止啓
発ﾋﾞﾗの配付を行うことを７
月に開催した会議で決定し
た。

75 ◎

・戸別訪問については、農集
地区454戸、公共上田処理区
1,172戸、合計1,626戸を訪
問、順調に進んでいる。・新
規確認申請件数については、
目標615件に対し9月末339件
と55.1％の達成率となった。

76 ◎

鉛給水管布設替（発注件数も
含む）
　計画修繕対応　319件
　故障修繕対応　49件
　水道本管工事対応　　件
　　　　計　　　368件

77 ◎
・管きょ整備は、約L=2.0ｋ
ｍ発注済
・普及率は年度末算出

                作成日　平成26年1月15日

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

地域交通政策
課

1-1
　循環バ
ス運行施
策

1　きれいな
空気の確保
1　環境にや
さしい都市基
盤・都市施設
の整備

15　公共交通機関
であるバスの利用
促進を図り、自家
用車の使用を軽減
させます。

3-3
施設建設
事業

資源を活かし
た公共工事を
推進する。

建設工事にあた
り、環境に配慮し
た計画・設計及び
工事施工に努め
る。

１計画・設計におけ
る環境配慮
２工事施工における
環境配慮

別紙様式Ｇ１のとおり 建築課

①各種研修会の開催
②適正帳票率の向上
③支払伝票の削減

・適正帳票率・・・96.0%
会計課3-1

財務会計
事務の改
善

循環型社会の
形成に努める

財務会計事務の向
上による紙使用量
の削減を図る。

5-3

庁用汎用
封筒に係
る封筒印
刷業務

　環境活動を
発信する

　環境関連情報を
発信し、グリーン
購入の推進と啓発
を図る

　会計課印刷による
市役所使用封筒に、｢
再生紙使用」と、
「チャレンジ２５」
のロゴを入れ、市職
員の意識の啓発を図
ると同時に、上田市
の取り組みを広く市
民にアピールする。

各種封筒等の必要印刷枚数
を一定の指標とする。

会計課

5-1
水環境保
全事業

水環境の保全
水環境の保全に関
する意識の啓発を
図る。

団体等への支援①②

・菅平地区における油流出
事故の防止を図る。
・うえだ環境フェアに出展
し、水環境保全の啓発を行
う。

1-2
下水道の
普及促進

きれいな水の
確保

公共下水道事業、
農業集落排水事業
等を推進します

・取付管立会い時の
啓発（随時）
・戸別訪問の実施
（通年）
・下水道未接続者に
対する啓発文書発送

水洗化率
・平成25年度末の下水道水
洗化（利用）率を88.7%に向
上させる。
確認申請件数
・615件を目標とする。

サービス課

経営管理課

1-3
鉛給水管
布設替え

有害化学物質
による汚染を
未然に防止す
る

鉛給水管の解消

鉛給水管布設替
　計画修繕対応　420
件
　故障修繕対応　80
件
　水道本管工事対応
件
　　　　計　　　500
件

上水道課

きれいな水と
安全な土壌を
確保

公共下水道事業、
農業集落排水事業
を推進する

・管きょ整備　L=2.9
ｋｍ

・普及率97.3％（上田地域
74.9％）

下水道課1-2

公共下水
道事業、
農業集落
排水事業

地域交通政策
課

1-1
地域鉄道
の利用促
進

さわやかな空
気と静けさを
確保する

公共交通機関であ
る地域鉄道の利用
促進を図り、自家
用車の使用を軽減
させます。

評
価
上半期の新緑状況

上田電鉄別所線とし
なの鉄道の利用者が
増加するよう施策を
検討し、利用啓発活
動を行う。

上田電鉄別所線利用者　目
標1,180,000人

「上田市循環バス」
と「オレンジバス」
の利用者が増加する
よう施策を検討し、
利用啓発活動を行
う。

循環バス等利用者　目標
60,000人



平成25年度　環境目的及び目標一覧

78 ◎
学校改築事業にあわせて、新
たな太陽光発電システムの導
入について検討。

79 ◎

センターへの施設見学は4校
（238名）PTAの試食会は9回
(234名）実施。
学校への訪問は1・2年生を対
象に５月～６月に実施した。
毎月1回の指導委員会を開
催。
残渣量は猛暑の影響で多目
だった。
地元産野菜・BDF燃料の使用
量は順調に進んでいる。

80 ◎

81 ◎

82 ◎    2月に発行予定

83 ◎
6月1日実施　29人参加
7月13日実施　　158人参加

84 ◎

5月18日　　12人参加
6月1日　　　13人参加
6月29日　　17人参加
7月28日　　7人参加

85 △

環境講座「自然に親しむ講習
会」については、講師の諸事
情により、上半期は開催でき
なかったが、下半期において
開催していく予定である。

                作成日　平成26年1月15日

学校での環境教
育・環境学習活動
を推進します

環境にやさしく、
安全で安心なおい
しい給食づくり

環境にやさしい学
校づくり

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

3-2
小中学校
改築事業

地球温暖化防
止活動の推進

小中学校への太陽光
発電システムの導入
について検討

学校改築事業にあわせて、
新たな太陽光発電システム
の導入について検討する。

教育総務課

3-2

給食業務
の環境へ
の取り組
み

食品廃棄物の
抑制と再利用

①②　食品残渣の発生量
③　　地元産農産物の使用
量
④　　BDF燃料の使用量

①食品残渣減少の取
り組み
（残菜調査、学校訪
問、児童・保護者へ
のPR）
②食品残渣の飼料と
しての利用
③地元農産物の使用
④BDF燃料の使用量

学校教育課

第二学校給食
センター

5-1

環境にや
さしい学
校づくり
事業

環境にやさし
い人を育む

・光熱水費削減の取
り組み結果を評価
し、環境教育の推進
に資するための予算
を各学校へ追加配当
する。

・光熱水費の削減量
・学校ＩＳＯ計画を全小中
学校で作成し、実行する

5-1
学童農園
事業

環境にやさし
い人を育む

・児童による田植え
は、協力者、地方事
務所の指導による手
植え。
・夏場はあぜ等の草
取りを中心に田の管
理を行う。
・収穫は手刈りで行
い、はぜにかけ天日
乾燥する。
・脱穀、わらまき等
も児童が主となって
行う。
・収穫祭に協力者を
招き、全員で収穫を
祝う。

学校での環境教
育・環境学習活動
を推進します

・上田地域小学校（１６
校）の５年生 1,183  人
・平成２５年度の耕作面積
15,880　㎡
（保全農地面積）

学校教育課

5-1
ＹＡっＨ
Ｏ－の発
行

環境問題など
について掲載
し、子どもや
親の意識啓発

記事・情報として、
環境問題などについ
て掲載し、子どもや
親への意識啓発の機
会とする｡

環境記事・情報を
年１回以上掲載す
る。

2-1,2-2
自然活動
体験教室
事業

川遊びやキャ
ンプを通じ
て、身近な自
然とのふれあ
い

千曲川、菅平高原等
での川遊び、野外体
験活動を通じて市民
に身近な自然とのふ
れあいを体験しても
らう

自然体験活動事業
を年４回実施する

自然活動体験事業を年４回
開催する

生涯学習課

生涯学習課
環境記事・情報を年１回以
上掲載する。

登山講習、登山、安
全講習、キャンプ技
術講習、スノー
シューで山歩きの各
講座を開催する。

自然体験活動全般の講習会
等を年５回以上開催する

生涯学習課2-1

地域青少
年育成指
導者養成
講座

子ども向けの
レクリエー
ションや野外
体験活動など
の指導者を養
成する。

ネイチャーゲー
ム、野外活動全般
の講習会等を年５
回以上開催する。

5-1

地域青少
年育成指
導者養成
講座

地域における
環境保全活動
及び住民への
環境啓発の推
進

１　環境教室の実施
　・旬の野菜を使っ
た料理教室（年12
回）
　・自然に親しむ講
習会（年4回）
　・太郎山自然観察
会（年2回）・ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾋﾞｼﾞｮﾝ講座（年4回）
２　団体等への支援
　・里山づくり支援
事業（年6回）

市民の環境に関す
る意識の啓発を
図っていく。

・すぐに効果は期待できな
いが、住民の環境に対する
意識を高める。

西部公民館

評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

86 △

モイワナズナの配布を４月８
日に１００名には配布した。
自然観察会は講師の都合によ
り現在まで開催していないが
１０月から３回を予定してい
る

87 ◎

各講座をほぼ予定通り実施し
ました。工作教室は実施せ
ず、夏休みわいわい塾の中
で、エネルギーショーを実施
した。受講生は延べ２８０人
（９月末現在）

88 ◎

1 住民環境啓発は実施済み
2 講座実施
 ①里山を中心としたふるさ
とづくり講座　6回中5回実施
済み
 ②川西花いっぱい倶楽部　6
回中4回実施済み
 ③川西こども広場　3回中1
回実施済み
 ④親子自然観察会　実施済
み

89 ◎

6月の環境月間に合わせて、
テーマ本の展示コーナーに環
境に関する本を展示し、市民
に啓発を図った。

90 ◎
「上田城跡能」のチラシ、パ
ンフレットに再生紙及び大豆
インクを使用した。

91 ○

6月に2件が国の文化財に登
録。昨年度の指定物件の継続
審議分については、調査の進
展次第文化財保護審議会を開
催。

92 ◎

市指定文化財のマダラヤンマ
とその生息地の保護パトロー
ルは、地元のボランティアで
予定通り実施した。

93 ◎
・積極的に納付書による納付
を勧めている。

94 ◎

・来館者は、４月～８月まで
に37,070人であった。
・教室等も予定どおり実施さ
れている。

                作成日　平成26年1月15日

3-2

環境への
負荷の低
減に係る
啓発事業

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ。地域の歴
史・文化・誇
りを次世代に
伝える。

市民の環境に対す
る意識の啓発

啓発活動を通じて
環境保全の理解を
深める。

環境問題に関する
講座を開設し、市
民の環境に関する
意識の啓発を図り
ます

➀博物館講座ほか左
記のとおり
②観覧券・しおり・
ポスター・チラシ等
の作成に際して古紙
配合紙・大豆油イン
クを使用する。

「上田市役所地球温
暖化防止実行計画」
に基づく環境負荷の
低減活動のＰＲと協
力を兼ねた啓発（館
内掲示）を行う。
事務の効率化（納付
書の活用）を図る。

　チラシ・パンフレット等
印刷物に啓発文言の記載

青少年・成人教育で環境に
関する講座を開催し、環境
に対する意識を高める
目標講座数　１３講座
参加者数　２００人

文化芸術振興事業に
関するチラシ・パン
フレット等印刷物に
環境に対する啓発の
文言を加える。

自然観察講座４回、
野鳥観察講座２回、
水生生物観察講座１
回、工作教室３回、
暮らしイキイキ講座
４回

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

5-1
公民館各
種講座事
務

環境教育の推
進

城南公民館・
解放会館

開催講座数を増やす。
参加者の意識の向上を図
る。

自然観察をテーマ
とする講座を開催
し、市民の環境問
題に対する意識の
啓発を図る。

自然観察をテーマと
した講座の開設：4講
座
「公民館だより」を
中心に参加者を募集
その他環境関係に関
する講座の開催

5-1
公民館各
種講座事
務

環境教育の推
進

上野が丘公民
館

5-1
公民館各
種講座事
業

環境教育の推
進

環境教育の推進を
図り、市民の環境
に対する意識の啓
発を図る。

1 住民環境啓発
2 講座実施 ①里山を
中心としたふるさと
づくり講座
　　　　　　　　②
川西花いっぱい倶楽
部
　　　　　　　　③
川西こども広場
　　　　　　　　④
親子自然観察会
3 花壇の整備

成人・青少年教育に関する
講座を通して、自然保全、
自然とのふれあいを中心に
環境に対する意識向上を図
る。
・成人教育　15回
・青少年教育　4回
公民館花壇等の整備を通じ
て自然とのふれあいと地域
の環境保全に対する意識を
向上する。

川西公民館

5-1
環境負荷
低減の啓
発事業

環境教育の推
進

６月の環境月間にあ
わせ小中学校向けに
本の紹介、テーマ本
展示コーナーに環境
関係の本を展示し、
市民に啓発する。11
月の図書館まつりで
は本のリサイクル市
などを行い、本の有
効利用を図る。

上田図書館

5-1
文化芸術
振興事業

チラシ・パン
フレット印刷
に伴う環境配
慮

文化振興課

4-1
文化財の
保存・整
備

指定文化財の
保存・整備に
努めるととも
に指定文化財
の増加に努め
る。

文化財の調査・指
定・保存・活用・
後継者育成

指定文化財及び歴史
的建造物の国の文化
財原簿への登録の推
進

文化財及び歴史的建造物の
国の文化財原簿への２件以
上の登録

文化振興課

5-2
天然記念
物の保護

天然記念物の
保護及び生息
地の環境保全
に努める

天然記念物の保護
パトロールの実施
及び生息地の環境
保全に対する啓発

天然記念物の保護パ
トロールの実施及び
生息地の環境保全に
対する啓発

・天然記念物の増加
　　マダラヤンマ・ミヤマ
モンキチョウ
　　ミヤマシロチョウ・ベ
ニヒカゲ等
　・食草であるクロマメノ
キの保護

文化振興課

博物館4-1
博物館の
運営

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙
配合紙・大豆油インクを使
用する（100％）

歴史・文化的遺産
とのふれあいの場
の創出

事務の効率化（納付書の活
用）を図る。
７０％以上（金額割合）

市民会館

評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

95 ◎

・来館者は、４月～８月まで
に2,103人であった。
・教室等も予定どおり実施さ
れている

96 ◎

・来館者は、4月～8月までに
15,145人であった。
・教室等も予定通り実施され
ている。

97 ◎

・樹木のチップ化も100％で
ある。
・入館者は、4月～9月までに
5,118人。

98 ◎

99 ◎

　監査方針に基づき、概ね順
調に各種監査等を実施してい
る。
・例月現金出納検査（毎月）
・定期財務監査（11/14に講
評実施予定）
・決算審査・健全化比率審査
（8/27意見書提出）
・行政監査（9月～着手中）

100 ◎

・５月役員会でH24利用状況
調査及び意向調査結果を報告
した。調査結果を解消に向け
てた取り組みに有効活用を図
るため、全委員および関係機
関へ配布した。
・１０月から１２月にかけて
行うH25農地利用状況調査の
要領を定め、担当農業委員へ
資料の配布を完了。
・5地区11筆0.6ha解消済み、
7地区70筆6.0ha再生作業取組
中。

1 ◎ 計画どおり遂行している

2 ◎

第2回目の申請で目標は達成
できている。今後更なるＰＲ
によって実施団体を増やした
い。

                作成日　平成26年1月15日

各号に環境情報を掲載（計6
回）

実施団体目標　９団体

丸子地域振興
課

丸子地域振興
課

丸子地域自治セン
ターだよりの発行
　※環境保全に関す
る情報を掲載する。

5-2

わがまち
魅力アッ
プ応援事
業

地域全体の環
境保全に対す
る意識の高揚

上田市の環境目標
「自然・生き物・
人が共生するま
ち」を実現するた
め、
自治会や市民団体
が行う環境保全活
動等を支援・協力
します。

わがまち魅力アップ
応援事業の実施

5-3

丸子地域
自治セン
ターだよ
りの発行

地域全体の環
境保全に対す
る意識の高揚

上田市の環境目標
「環境を思いやる
人があふれるま
ち」を実現するた
め、自治センター
だよりに環境保全
に関する情報を掲
載し啓発を行いま
す。

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課

➀茶道教室ほか左記
のとおり
②しおり・チラシ等
の作成に際して古紙
配合紙・大豆油イン
クを使用する。

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙
配合紙・大豆油インクを使
用する（100％）

武石ともしび
博物館

4-1
博物館の
運営

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

歴史・文化的遺産
とのふれあいの場
の創出

山本鼎記念館4-1
記念館の
運営

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

➀来館者数
②冊子を除く印刷物に古紙
配合紙・大豆油インクを使
用する（100％）

➀美術教室ほか左記
のとおり
②しおり・チラシ等
の作成に際して古紙
配合紙・大豆油イン
クを使用する。

歴史・文化的遺産
とのふれあいの場
の創出

4-1
信濃国分
寺資料館
の運営

歴史・文化を
未来に引き継
ぐ

①歴史・文化的遺
産とのふれあいの
場の創出
②環境にやさしい
施設運営（リサイ
クルを推進し廃棄
物の減量を図る）

①史跡見学会ほか左
記のとおり
②公園の剪定された
樹木のチップ化、落
ち葉の腐葉土化など

①来館者数
②リサイクル率100％

信濃国分寺資
料館

5-1

各種大会
時のごみ
減量の啓
発

ごみ減量の促
進

スポーツ推進
課

各種大会時ごみ減量の啓発各種大会等ごみ減量の啓発

各監査、
審査及び
検査の実
施

環境に配慮し
た事務事業の
改善

・例月現金出納検査
(毎月)
・定期財務監査(５月
～１０月)
・決算審査、財政健
全化判断比率等の審
査(４月～８月)
・行政監査(１０月～
２月)
・財政援助団等監査
(９月～２月)

監査委員事務
局

監査等の際に事務
事業の改善を指導

2-3

遊休荒廃
農地の解
消等によ
る優良農
地の確保

農地の保全・
活用

農地の保全・活用
を図る（数値目標
平成２５年度遊休
荒廃農地解消面積
１０ha）

・遊休荒廃農地の解
消
・利用状況調査の実
施
・新規発生分の意向
調査実施
・遊休荒廃農地解消
補助金等の制度の広
報（農業委員会だよ
り）

・補助事業等を活用した遊
休荒廃農地の解消
　　⇒２５年度解消目標面
積１０ha

農業委員会事
務局

評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

3 ○

・平成25年度上半期グリーン購入の
推進状況（4月～9月のグリーン購入
率：63.3％）
・平成24年度上半期グリーン購入の
推進状況（4月～9月のグリーン購入
率：80.8％）
・グリーン製品の指定がない資材の
購入が多くあった為購入率が下がっ
た.

4 ◎

・エレベータ休日停止（H22より継
続）
・不使用電源のスイッチ等を就業時
切るように掲示板にて告知
・平日夜間（21時～7時）エレベー
タ停止を実施(４月より18時～7時に
延長実施）
・H25上半期電気使用料
141,159kwh（H24前期比
150,945kwh、9,786kwhz（△
6.10％）

5 ◎

・H25上半期　15,160kg(181kg増・
保育園（東内・中丸子）の枯れ草等
の処理で増加）
・可燃ごみの削減について、ゴミの
分別を徹底（リサイクル雑古紙等で
排出して可燃ごみを削減）を通知

6 ◎

・平成25年度上半期車両燃料使用量
削減状況
　（4月～9月）
ガソリン1925.32ℓ前年比△7.3％、
軽油3404.44ℓ 前年比　4.42％増
・平成24年度上半期車両燃料使用量
削減状況
　（4月～9月）
　ガソリン1925.32ℓ、　軽油
3404.44ℓ
　バス車両の運行増により軽油増
（25/4上田地域の5月分バス代替運
行ほか）

7 ◎

8月28日　第1回実行委員会開催
9月13日　役員会開催
9月26日　第2回実行委員会開催
10月16日　全体会議開催予定

11月10日（土）開催予定

8 ◎

４・６・９月　犬猫の正しい飼
育方法についてチラシを自治会
回覧した。
犬猫の糞害苦情申立人に対し、
啓発看板を配布した。
苦情件数　4件（訪問指導・看板
設置）

9 ◎

本年度配分数　２６自治会４
７０基
交付決定済数　２６自治会４
７０基
実績報告件数　２３自治会３
７６基

10 ◎ 上半期交付決定数　３件

                作成日　平成26年1月15日

防犯灯のLED照明への交換
（470基/2,355基）

合併処理浄化槽設置整備事
業での設置２基

前年度実績の0.5％減
（31,014kg）

一昨年度実績の±０．０％

来場者予定数　600人
アンケートによる来場者満
足度　90％以上

苦情件数　10件以下

物品調達におけるグリーン
購入率を66％以上とする

前年度実績の１２％減
(291,379ｋｗｈ）

丸子地域振興
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子地域振興
課

丸子地域振興
課

丸子地域振興
課

申請に対する補助金
の交付

1-2

合併処理
浄化槽設
置整備事
業

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

公共下水道・農業
集落排水の整備区
域外において、合
併処理浄化槽の設
置を促進する。

申請に対する補助金
の交付

3-2

防犯灯修
繕（LED
化）補助
事業

地球温暖化防
止活動を推進
する

地域内の全防犯灯
を平成２３年度か
ら５年計画でLED照
明へ交換する。

丸子地域消費生活展
の開催（委託）
１１月９日（土）開
催予定

4-3
犬猫の糞
尿害対策

調和のとれた
美しい景観を
保つ

犬猫の糞尿害に対
する対策を推進す
る。

犬猫の正しい飼育方
法の周知
自治会による周知や
看板設置の協力依頼
（随時）

3-1
丸子地域
消費生活
展の開催

循環型社会の
形成に努め
る。環境にや
さしい地域を
はぐくむ。

各種団体と協力し
て、廃棄物の減量
と資源再利用の促
進に努める。

丸子地域自治セン
ター関連施設の可燃
ごみ削減

3-2

集中管理
車のガソ
リン及び
軽油の使
用量の削
減

二酸化炭素の
排出を抑制し
地球温暖化の
防止

上田市の環境目標
「地域資源を活か
し地球にやさしい
まち」を実現する
ため、ガソリン及
び軽油の使用量の
削減を目指しま
す。

集中管理車１１台の
ガソリン及び軽油の
使用量の削減

3-2

丸子地域
自治セン
ター関連
施設の可
燃ごみ削
減

地球温暖化防
止のための温
室効果ガス排
出の削減を図
る

上田市の環境目標
「地域資源を活か
し地球にやさしい
まち」を実現する
ため、温室効果ガ
ス排出削減を進め
ます。

物品調達におけるグ
リーン購入の推進

3-2
消費電力
量の削減

地球温暖化防
止のための温
室効果ガス排
出の削減を図
る

上田市の環境目標
「地域資源を活か
し地球にやさしい
まち」を実現する
ため、温室効果ガ
ス排出削減を進め
ます。

庁舎の電力消費量削
減

3-2
グリーン
購入の実
施

地域資源を活
かし地球にや
さしいまちづ
くりを行う

上田市の環境目標
「地域資源を活か
し地球にやさしい
まち」を実現する
ため、グリーン購
入率を高めます。

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

11 ○

パトロール回数　4班　月3回
延べ60回
不法投棄のごみの量
4,990kg
（目標の53.3％）
（エコオフィス改訂作業に伴
い8月末締め切りとなってい
ることによりパトロール回数
は予定の73回より少ない）

12 ◎
参加人数　４，２５７人（達
成率85.2％）

13 ◎

（前期)５月２３日　実施
参加６団体
（後期)１０月２５日　実施
予定

14 ○

補助金交付件数　１４件(目
標の23.3％）

（エコオフィス改訂作業に伴
い9月締め切りとなっている
ことの影響多少あり）

15 ◎
補助金交付件数　1件(目標の
１０１%）

16 ◎
補助金交付件数　６３件（目
標52.6％）

17 ○

補助金交付件数　4件(目標の
33.3％）

（エコオフィス改定作業に伴
い9月末の数値となっている
ことの影響多少あり）

18 ◎

ガソリン使用量　1180.45㍑
（目標の84.1％）
軽油使用量　854.6㍑
　　　　（目標87.3％）
（エコオフィス改定作業に伴い9
月末締め切りとなっていること
の影響により目標値より少な目
の数値となっている）

                作成日　平成26年1月15日

補助金交付件数　１２件

・ガソリン(１０台分）使用
量・・・昨年度から１%削減
　　　　　　上半期1,169㍑
年度末2,675㍑
・軽油車（2台分）使用
量・・・昨年度から1%削減
　　　　　　上半期846㍑　年
度末2,187㍑

河川パトロール・清掃実施
（春･秋の年２回、参加６団
体）

補助金交付件数　６０件

補助金交付件数　１件

補助金交付件数　１２０件

パトロール回数　11ヶ月×4
班×3回=132回
(5～3月）

参加人数５，０００人

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

丸子市民生活
課

雨水貯留施設に対す
る補助金交付

3-2

市民生活
課所有車
の燃料使
用の抑制

市民生活課に
おける地球温
暖化防止活動
の推進

地域資源を活かし
地球にやさしいま
ちづくり

市民生活課が所有す
る全庁用車１２台の
ガソリン、軽油使用
量の削減（平成２２
年度、住宅部門単独
で設定した事業を、
昨年度から課全体に
拡大）

3-3
雨水貯留
施設設置
補助事業

地域資源を有
効利用する

雨水貯留施設に関
する補助や情報提
供を進める。

資源物回収用具収納
施設設置に対する自
治会への補助金交付

3-2

新エネル
ギー活用
施設（太
陽光発
電・太陽
熱利用施
設）施設

地球温暖化防
止活動を推進
する

新エネルギー・省
エネルギーに関す
る補助や情報提供
を進める。

新エネルギー活用施
設に対する補助金交
付

3-1

資源物回
収用具収
納施設設
置費補助
事業

循環型社会の
形成に努める

資源物回収用具設
置に関する補助や
情報提供を進め
る。

河川パトロール及び
河川清掃（依田川・
内村川・塩川沢・矢
ノ沢）　年２回

3-1

ごみ減量
化機器等
購入費補
助事業

循環型社会の
形成に努める

ごみ減量化機器等
に関する補助や情
報提供を進める。

ごみ減量化機器等の
購入に対する補助金
交付

4-3

河川パト
ロール・
清掃の実
施

調和のとれた
美しい景観を
保つ

地域の環境美化活
動を推進する

環境美化監視員によ
るパトロール

4-3
ゴミゼロ
運動の実
施

調和のとれた
美しい景観を
保つ

地域の環境美化活
動を推進する

ゴミゼロ運動の実施
（県下一斉に年1回）
丸子地域は自治会ご
とに随時実施
ポイ捨て・不法投棄
等の収集

4-3

上田市ポ
イ捨ての
防止等に
関する条
例に基づ
く環境美
化活動の
推進

調和のとれた
美しい景観を
保つ

ポイ捨て等防止条
例に基づき環境美
化活動を推進す
る。

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

20 ◎

①隣保館事業開催時に意識啓発
を図る。
・パソコン講座ほか全40回開催
（目標の44.4％）
・解放センターだより「彩り」
に【チャレンジ25】のロゴ掲載
（5回発行）②6/8（金）実施
参加者21人。③8/22（水）実施
参加者13人。
・エコ料理教室は、1.おいしい
こと。２．見た目もおいしそう
なこと。3.その上にエコをプラ
スする。4.ガスや電気のエネル
ギーを大切に使う。5.ゴミをで
きるだけ少なく。7.水をむだな
く使う。を学び実施できた。

21 ◎
各種団体の総会・セミナー等
で情報の提供を実施した。

22 ◎
・4月以降自治会を通じ整備
に向け計画準備中
　自然型水路　L=31m

23 ◎

４月　参加団体へ配布する花苗の調
整
丸子地域花いっぱい運動参加団体：
72団体　会員数：3,424名
６月　参加団体への花苗の配布　花
苗種類９（色別等種類　１７）
６月 参加団体から花と緑のまちづ
くりデザイン事業実績報告書の提出
７月「上田市花と緑のまちづくりコ
ンクール」の参加呼びかけ
丸子地域花いっぱい運動団体からの
応募団体部門（50㎡未満）11団体、
（50㎡以上）7団体個人部門0名学校
部門１校 合計２０
24年度実績（１８）

24 ◎

４月　丸子ベルパーク花壇の花植配
置作業と本数確認 花苗配置作成
６月　花苗頒布ボランティア（延人
数４５名）
６月　丸子ベルパーク花壇への花苗
植栽（参加者　１４名）サルビア
（216本）、日々草（360本）、ペ
チュニア（72本）、
千日草（144本）、マリーゴールド
（288本）、金魚草（144本）合計
１，２２４本
６月「まるこ花と緑の会」視察研修
（参加者１２名）フローラルガーデ
ンおぶせ、小布施町内オープンガー
デン６月丸子自治センターだより掲
載（ボランティア募集ほか）
６月１０月　丸子ベルパーク花壇管
理　合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

                作成日　平成26年1月15日

①　実績数値による。

②新規団体受付、植栽場所
検討
③住民による花苗植栽
3,000人
⑥コンクールへの参加
⑦球根植栽団体
⑧講習会への参加

ボランティア参加者　２00
人

①隣保館事業の開催数  90
回
②参加者数 20人
③教室参加者数 10人

丸子建設課

丸子建設課

丸子産業観光
課

丸子産業観光
課

丸子市民生活
課

1 ボランティアによ
る花壇管理

4-2
住民参加
による花
壇管理

緑あふれるま
ちをつくる

市民が丸子ベル
パーク内の花壇を
管理することで、
市民主導による地
域内の緑化推進を
浸透させる。

①　多自然型水路を
１ヶ所整備する。

4-2

花いっぱ
い運動参
加者の増
加

緑あふれるま
ちをつくる

住民参加により地
域内の道路沿線等
の緑化を図る

１住民参加のための
施策検討
２住民参加による緑
化
３住民環境啓発

2-2
①　多自
然型水路
整備

１　自然・生
き物・人が共
生するまち

①　農業用用水路
において、環境に
配慮した工法を推
進します。

①隣保館事業参加者に
対する環境啓発
②「花を楽しむ会」で
館周辺の花壇の花植え
と寄植えを行う。
③エコ料理教室を開催
する。
　省エネ等エコ生活へ
の呼びかけをし、イベ
ントを通じ市民への環
境啓発を図る。

3-2
環境保全
事業

地球温暖化防
止活動を推進
する

ＩＳＯ14001などの
事業者に対する環
境マネジメントシ
ステムに関して情
報を提供し、事業
者を支援する。

工業３団体への説明
会の実施。
団体会員への取得支
援の情報を年２回以
上情報提供する。

5-1
隣保館事
業の実施

環境にやさし
い人をはぐく
む

住民の環境に対す
る意識の啓発を図
る。

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

25 ◎
新規接続件数は、８月末時点
で５６件と順調に進んでい
る。

26 ○

漏水調査は、１０月に入札し業者が
決定しました。
調査の報告により修繕を行う予定。
また、新たに発生したと思われる漏
水箇所の修繕を、随時行漏水量の縮
小に勤めている。

26 ◎
９月まで予定どうり水質の管
理が出来ている。

27 ◎

①について、
②について、地元事業者へ家畜飼料
として再利用をお願いしている
③について、定期的に事業者に搬送
している
④について、8月末現在、163ℓを使
用している。

28 ◎

①について、昨年同時期より2％削
減した。
②について、昨年同時期より30％削
減した。
③について、上半期終了段階で、汚
泥処理は行なっていない。

29 ◎

※丸子公民館・丸子文化会館で行っ
た社会教育事業の際に
①開催通知に乗り合わせの呼びかけ
を記載した。
②館内に啓発文書を掲示し周知し
た。
③開催時、口頭で周知した。

30 ◎

6月の環境月間にあわせ、6月5日(環
境の日)から6月30日までポスター
データをダウンロードして掲示し、
環境関連の本の特設コーナーを、一
般向け、子ども向けの3箇所を設置
した。
児童コーナーの閲覧席には、「エコ
生活のすすめ」のコンテンツを作成
し展示した。

31 ◎

4月～9月まで
移動図書館車の運行
（丸子・武石地域　78日）
貸出冊数　11,184冊

36 ◎

　全市域のアレチウリ一斉駆除
日を6/30[日]に設定したが、真
田地域の自治会では都合で外の
日を含め11自治会が駆除に取組
み、588人の参加で約60㎏を駆除
した。「アレチウリ生息なし」
の報告が、17自治会よりあっ
た。
私有地への駆除指導は広報によ
り実施し、空き地苦情に合わ
せ、土地管理者本人へも直接指
導した。

                作成日　平成26年1月15日

・新規接続戸数　６０戸
・水洗化率　８９．６％

・分野ごとに展示するなど
見易さ、借り易さの工夫を
する。
・リサイクル図書の入れ替
えを行ないと所の活用を図
る。

貸出冊数　 21,000　冊

地域内の河川、公共道路の
一斉駆除
私有地の所有者への駆除指
導

①浄水場元出し水　通常
0.8mg／㍑以下
　末端給水栓水　　　通常
0.1mg／㍑以上
②検査回数

①地元食材使用割合
４5％
②再生利用の取組
実施
③廃食油ＢＤＦ化率　　１
００％
④ＢＤＦ使用量　　　　２
３０ℓ

①日常の取組　　実施
②残食量　　３５００㎏
③汚泥発生量　　　０kg

本年度有収率70％台へ上げ
る

丸子学校給食
センター

丸子地域教育
事務所

丸子図書館

丸子図書館

真田市民生活
課

丸子学校給食
センター

丸子上下水道
課

丸子上下水道
課

丸子上下水道
課

移動図書館車の運行
（丸子・武石地域、
年間約153日運行）

4-3
アレチウ
リ、ブタ
クサ駆除

自然保全・活
用

真田地域全域でア
レチウリ、ブタク
サ駆除活動を推進
します。

アレチウリ、ブタク
サ駆除の実施

3-2
移動図書
館車の運
行

地球資源を活
かし地球にや
さしいまち

あおぞら号の利用
冊数の向上を図
る。

・住民環境啓発

5-1
環境負荷
低減の啓
発事業

環境教育の推
進

環境教育の推進

・６月の環境月間
に、展示コーナーに
環境関係の本とパネ
ル（環境保全協会か
ら借用）を展示し、
市民に啓発する。
・11月頃本のリサイ
クル市を行い、除籍
になった本の有効利
用を図る。

3-2

丸子文化
会館施設
管理運営
事業

良好な環境と
循環の仕組み
に支えられた
まち

各種事業時、車両
乗り合わせによる
参加の呼びかけを
実施します。＜事
業周知時における
呼びかけ＞

地元食材の利用を促
進する
②食品残渣のたい肥
化等再生利用を図る
③廃食油のＢＤＦ化
を促進する
④配送車燃料にＢＤ
Ｆ使用を促進する

3-1
給食の調
理

循環型社会の
形成

①調理くずの削
減、②残食量の削
減、③汚泥発生の
抑制

①調理くず発生量を
減らす
②残食量を減らす
③適切な排水処理に
より汚泥発生を抑制
する

3-2

給食計画
及び献立
作成/物資
の購入/給
食の調理
及び配送

循環型社会の
形成／　農環
境を守り・親
しむ／　地球
温暖化防止活
動の推進

①地元食材の利
用、②食品残渣の
再生利用、③廃食
油の再生利用、④
バイオディーゼル
燃料（ＢＤＦ）の
使用

漏水調査
地区別漏水の委託調
査
重点地区の漏水調査

1-2
浄水場運
転管理

安心、安全な
水道水の提供

環境に配慮した浄
水場管理

①浄水場、施設にお
ける消毒剤の適正な
注入
②河川水質検査の実
施

1-2 漏水調査
水資源の有効
活用

有収率の向上

1-2
排水設備
の普及促
進

きれいな水と
安全な土壌を
確保する

下水道の早期接続

・下水道の早期接続
の戸別訪問
・郵送による普及促
進活動

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

38 ○
他事業の依頼があり、発注に
やや遅れが発生している

39 ◎
公告するため、提出のあった
農用地利用集積計画を定期的
に報告した。

40 ◎

ゆきむら夢工房を拠点に、電
動アシスト付自転車により観
光施設を巡る観光スタイルが
定着してきた。

41 ◎

・繰越事業の歩道新設　L=287mは11
月完成を目標に予定どおり進めてお
り、81％完了している。
・今年度事業は業者との請負契約を
締結し、予定通り進んでいる。歩道
完成は、繰越手続きを行い、来年度
となる。

42 ○
長寿命化計画書の国との協議
の遅れにより、更新設計委託
が遅れている。

43 ◎
大松1号線送水管工事発注。
別荘3号線配水管工事発注。
漏水調査委託発注。

44 ◎
　上半期実施イベントにおい
て、車相乗りの周知を行なっ
た。

60
現在、要望ない為、事業予定
なし

61 ◎

・植栽　40本　　5月28日　　作業
完了
・テング巣罹病対策　（枝打ち　70
本）
6月29日　　作業完了
生育は順調、緑の景観維持に努め
る。

62 ○
パンフレットの送付ができな
かった。

65 ◎

10月末
コピー枚数　3,686枚
電気使用量　11,175ｋｗｈ
水道使用量　305.9㎥

                作成日　平成26年1月15日

桜並木
植樹（オオヤマザクラ40
本）
テング巣罹病対策
ソメイヨシノ（枝打ち60
本）

未接続への電話度に集計

２５年度
コピー枚数
電気使用量
水道使用量
灯油使用量

○処理場の整備
①菅平浄化センター処理
水・排水・用水各ポンプ更
新設計委託
②農集処理場の維持管理

推定漏水量

各種主催イベントにおけ
る、参加者募集時にチラ
シ、有線放送を利用し、参
加の際の車相乗りの呼びか
け

① 多自然型水路を一箇所整
備する。

農道・水路整備における天
然素材（自然石、間伐材
等）を利用を5箇所以上採用
する。

農用地流動化促進奨励金対
象面積
24年度末 5.7ha
→25年度目標 8ha

レンタサイクルの利用実績
平成25年度　延べ800台

・早期発注に努め、環境に
配慮しつつ安全に工事を施
工する。

真田上下水道
課

真田地域教育
事務所

武石産業観光
課

武石建設課

武石診療所

武石上下水道
課

真田上下水道
課

真田建設課

真田産業観光
課

真田産業観光
課

真田産業観光
課

緑の景観づくりを目
指す。

未接続者全戸へ電話
での早期接続案内の
実施
パンフレットの送付

公民館学級開催、各
種大会開催の際の保
全活動

① 多自然型水路を一
箇所整備する。

○処理場の整備
①菅平浄化センター
改築更新
②農集処理場の維持
管理

老朽管布設替

3-2
事務事業
全般

ゴミ、コピー
用紙、光熱水
量の削減等に
よる環境配慮

ゴミ、コピー用
紙、光熱水量の削
減

1-2
排水設備
の普及促
進

水質の保全 下水道の早期接続

Ⅳ-2

武石地域
全域公園
化構想に
よる地域
づくり

緑あふれるま
ちをつくる

桜木の植栽、維持
管理を推し進め、
美しい空間を守り
育て、環境保全を
図る

2-2
① 多自然
型水路整
備

１　自然の保
全・活用

① 農業用用水路に
おいて、環境に配
慮した工法を推進
します。

5-1 各種講座
地域における
環境保全活動
の推進

各種主催イベント
の際に車相乗り参
加の呼びかけ

1-2
老朽管布
設替

水資源の有効
活用

有収率の向上

1-2

上水道事
業、公共
下水道事
業、農業
集落排水
事業

きれいな水と
環境保全を確
保

上水道事業、公共
下水道事業、農業
集落排水事業を推
進する

ゆきむら夢工房を拠
点に、レンタサイク
ルで観光施設を巡
る。

4-3
道路建設
工事（歩
道設置）

人にやさしい
まちづくり

歩道設置を推進し
ます

・歩道新設　L=425ｍ
（今年度の事業であ
るが菅平での施工と
なるため、歩道完成
は来年度となる。）
・繰越事業　歩道新
設
　11月完成予定

5-1
レンタサ
イクル推
進事業

自動車からレ
ンタサイクル
に乗り換え二
酸化炭素を減
量する。

レンタサイクル利
用でエコな観光施
設巡りを体験し、
環境負荷軽減に貢
献しよう。

自然環境や動植物に
負荷の少ない間伐材
や自然石を利用した
農道・水路を整備す
る。
また、間伐材などを
積極的に活用し、循
環型社会の形成のた
め利用促進を進めま
す。

2-3

担い手へ
の農地の
利用集積
による優
良農地の
確保

農地の保全・
活用

農地の保全・活用
を図る。（数値目
標 平成25年度 8ha
）

担い手農家への農地
の利用集積の促進

2-2

天然素材
利用農
道・水路
整備

環境に配慮し
た農道・水路
の整備、災害
復旧工事

農道、農業用用水
路において、環境
に配慮した天然素
材を利用する工法
を推進します。

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
評
価
上半期の新緑状況



平成25年度　環境目的及び目標一覧

66 ◎

6ヶ月の実績
　
 24年   25年度　　達成率
ガソリン　1,957㍑　月326㍑
1,739㍑　月389㍑  　  86％
軽　　油　1,444㍑　月241㍑
1,431㍑　月238㍑　　116％
石　　油　　434㍑　月72㍑
0㍑　月   0㍑　　100％
電　　気10,899Ｋｗ 月1817Ｋｗ
9,401Ｋｗ 月1567Ｋｗ 141％
水　　道　245M3　 月４1M3
244M3　月４0M3　　101％

                作成日　平成26年1月15日

ガソリン　ﾄｰﾀﾙ４,０００㍑
月平均３３３㍑
軽　　油　ﾄｰﾀﾙ３,３００㍑
月平均２７５㍑
石　　油　ﾄｰﾀﾙ４,４００㍑
月平均３６６㍑
電　　気　ﾄｰﾀﾙ２６,５００
Ｋｗ　月平均２,２１０Ｋｗ

社会就労セン
ター武石事務
所

施設内の環境整備に
努め、節電、節水、
燃料の削減
に努める。

3-2
省エネに努め
るエコ対策

職員、指導員及び
通所利用者の環境
負荷の軽減に向け
た意識の変革

環境基
本計画
№
事務事業
名

環境目的 環境目標 今年度の事業
効果を計る指標
（どの水準まで）

担当課
評
価
上半期の新緑状況


